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第４期（平成 26 年度～平成 28 年度） 第５期（平成 29 年度～平成 31 年度） 修正等の理由等 

地方独立行政法人北松中央病院（以下「北松中央病院」

という。）は、昭和２５年、民営の江迎高陵病院として開

設され、昭和４５年４月に、北松浦郡江迎町（以下「旧江

迎町」という。）が地域の医師会を委託先として、日本初

の公設民営の病院として設置した病院である。 

  

その後、市町村合併に伴い、地域医師会の再編などが行

われ委託による経営が困難となったことから、平成１７

年４月１日、施行後１年となる地方独立行政法人法に基

づき、日本で初めての地方独立行政法人による病院経営

を行うこととなった。 

平成２２年３月３１日、佐世保市と旧江迎町が合併し

たことに伴い、北松中央病院の設置者としての地位を佐

世保市が承継した。 

 北松中央病院は、佐世保市の北端に位置し、松浦市・平

戸市・佐々町と隣接しており約１０万人が居住する地域

環境にある。当該地域は法律上の過疎・辺地地域であり、

医療資源が少ない中において北松中央病院は、これまで

地域医療を支え、また、救急の拠点病院として大きな存在

感を示してきたところである。 

 

現在、佐世保市の高齢化率は約２６％※１で、今後はま

すます高くなる見込みである。そうした当該地域におい

ては、北松中央病院に求められる医療需要は大きくなる

と予測される。 

北松中央病院をはじめ全国的な医師・看護師の不足や

偏在の中においては、この医療需要に対応するため、  

地方独立行政法人北松中央病院（以下「北松中央病院」

という。）は、平成２２年３月３１日、佐世保市と北松

浦郡江迎町（以下「旧江迎町」という。）の合併に伴い、

設置者を旧江迎町から佐世保市へ承継されて今年で６

年目となる。 

 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、佐世保市北部地域及び県北地域（以下「当該地

域」という）は、少子高齢化が著しく、高齢化率は約３

０％となり、このまま出生率の低下と１５歳から６４歳

までの労働人口の流出が進むと、当該地域の人口構成

は、近い将来深刻な事態となることが容易に予想され

る。 

 

 

 

 

 

 

■沿革部分については、今回より記載しな

いこととしたい。 
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第４期（平成 26 年度～平成 28 年度） 第５期（平成 29 年度～平成 31 年度） 修正等の理由等 

また、長崎県医療計画を踏まえた本地域における公的病

院による安定的な医療供給の重要性を改めて認識し、医

療の提供に努めなければならない。 

 

 第４期中期目標の期間中、北松中央病院は地方独立行政

法人として経営を行うことになって１０年を迎える。市

民及び地域の医療機関との信頼関係を築き、地方独立行

政法人制度の特長を生かした、迅速な意思決定・自律的か

つ弾力的な経営を行い、地域に必要とされる医療を安定

的かつ効果的に提供するものとする。 

そのためにも必要な地域医療機関との連携、病院スタッ

フの能力向上、財務体質の強化等を積極的に推進してい

くものとする。 

 

 

 

 

 

 

第１ 中期目標の期間 

 

第４期中期目標の期間は、平成２６年４月１日から平

成２９年３月３１日までの３年間とする。 

 

第２ 住民に提供するサービス及びその他の業務の質の

向上に関する事項 

 

また、心筋梗塞など疾病に伴う死亡率も非常に高い地

域である。 

当該地域の医療資源については、医師の高齢化や後継

者不在に伴う診療所の閉鎖、医師をはじめとした医療ス

タッフの不足など大変深刻な状況である。 

このような非常に厳しい状況下、北松中央病院は、当

該地域の中核病院としての重責を担っており、その存在

意義は、今後さら大きくなることが予想される。 

今後、医療環境の厳しさを増す中において、当該地域

の医療崩壊を未然に防ぎ、住民が安心して日々の生活を

営むためには、公立病院である北松中央病院の安定こそ

が重要となる。 

よって、地方独立行政法人制度の特長を生かした、迅

速な意思決定・自律的かつ弾力的な経営を行い、地域に

必要とされる医療を安定的かつ効果的に提供すること

を求め、ここに北松中央病院の第５期中期目標を定め

る。 

 

 

第１ 中期目標の期間 

 

第５期中期目標の期間は、平成２９年４月１日から平

成３２年３月３１日までの３年間とする。 

 

第２ 住民に提供するサービス及びその他の業務の質

の向上に関する事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■次期期間も３年で設定 
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第４期（平成 26 年度～平成 28 年度） 第５期（平成 29 年度～平成 31 年度） 修正等の理由等 

１ 地域で担うべき医療の提供 

（１）地域の実情に応じた医療の提供 

 北松中央病院は、佐世保・県北地域を中心としたこの地

域において、人口の減少傾向や著しい高齢化及び疾病構

造や地域医療の変化を踏まえ、地域住民に安定した適切

な入院・外来の医療を提供するとともに、患者及びその家

族の視点に立ち、安全で安心な質の高い医療を提供する

こと。 

  

（２）高度・専門医療 

 各診療科目においては、それぞれが高度な専門的な医

療を継続するために、学会や講演会等で研修を行い資質

の向上に努めるとともに、高度医療の実践に  必要な医

療機器の更新や整備を計画的に行い、地域における他の

医療機関では担うことが困難な高度・専門医療を提供す

ること。 

 

（３）救急医療 

 地域の医療機関等との連携及び役割を踏まえ、地域住

民の生命を守るため、できる限りの救急搬送を受け入れ、

地域において初期・二次救急医療を提供すること。      

 

 

（４）生活習慣病（予防）への対応 

生活習慣病（予防）のため、院内での密な連携のもと糖

尿病患者等への生活習慣改善指導を行うと同時に、特定

健康診査・特定保健指導の実施に努めること。 

１ 地域で担うべき医療の提供 

（１）地域の実情に応じた医療の提供 

 北松中央病院は、佐世保市北部地域及び県北地域（以

下「当該地域」という）における人口の減少傾向や著し

い高齢化及び疾病構造や地域医療の変化を踏まえ、地域

住民に安定した適切な入院・外来の医療を提供するとと

もに、患者及びその家族の視点に立ち、安全で安心な質

の高い医療を提供すること。 

  

（２）高度・専門医療 

各診療科においては、それぞれが高度な専門的な医療

を継続するために、学会や講演会等で研修を行い資質の

向上に努めるとともに、高度医療の実践に必要な医療機

器の更新や整備を計画的に行い、当該地域における他の

医療機関では担うことが困難な高度・専門医療を提供す

ること。 

 

（３）救急医療 

 地域の医療機関ならびに救急隊との連携及び役割を

踏まえ、地域住民の生命を守るため、できる限りの救急

搬送を受け入れ、当該地域において初期・二次救急医療

を提供すること。   

 

（４）生活習慣病（予防）への対応 

当該地域の生活習慣病等の早期発見と予防のために、

各種健診の実施及び糖尿病患者等への生活習慣改善指

導の実施に努めること。 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 

■各項目に記載の北松中央病院が担う地

域の名称を統一する。 

 

 

 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 

 

 

 

 

 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 

■救急隊についても明記 

 

 

 

 

◎「特定健診」以外の項目を継続する。 

■医師確保等が難しい状況を考慮し、「特定

健診」についての掲載は削除。 
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第４期（平成 26 年度～平成 28 年度） 第５期（平成 29 年度～平成 31 年度） 修正等の理由等 

また、食事療法、運動療法等による血糖値管理など

を行うと同時に、血液浄化センターの機能を活かした透

析患者の治療にあたること。 

 

（５）感染症医療・災害対策 

 感染症医療については、感染症指定医療機関として関

係機関との連携の下、県北地域において感染症診療の中

核的役割を果たすこと。 

 また、大規模な災害や事故の発生に備え、必要な人的・

物的資源を整備し、必要となる医療救護活動を実施でき

る体制を維持し、迅速な対応が行えるようにすること。 

 

（６）在宅への復帰支援 

 患者の早期の在宅復帰を支援するため、急性期及び回

復期リハビリテーションの強化を行なうこと。 

  

（７）介護保険サービス 

 在宅での介護や治療を安心して行える体制を維持する

ため、在宅サービス（居宅介護支援、訪問看護、居宅療養

管理指導等）を引き続き提供すること。 

 

２ 医療水準の向上 

（１）医療スタッフの人材確保 

 地域に必要とされる質の高い医療を持続的に提供する

ためには、安定した診療体制の維持が必要であることか

ら、医師、看護師、その他のスタッフの確保に努めるこ

と。また、スタッフの教育体制、診療環境の向上、育児

また、食事療法、運動療法等による血糖値管理などを

行うと同時に、血液浄化センターの機能を活かした透析

患者の治療にあたること。 

 

（５）感染症医療・災害対策 

 感染症医療については、感染症指定医療機関として関

係機関と連携し、当該地域における感染症診療の中核的

役割を果たすこと。 

また、大規模な災害や事故の発生に備え、必要な人的・

物的資源を整備し、必要となる医療救護活動を実施でき

る体制を維持し、迅速な対応が行えるようにすること。 

 

（６）在宅への復帰支援 

 患者の早期の在宅復帰を支援するため、患者の状態に

応じたリハビリテーション等の充実に努めること。 

  

（７）介護保険サービス 

 在宅での介護や治療を安心して行える体制を維持す

るため、在宅サービス（居宅介護支援、訪問看護、居宅

療養管理指導等）を提供すること。 

 

２ 医療水準の向上 

（１）医療スタッフの人材確保 

 当該地域に必要な質の高い医療の提供を維持するた

め、引き続き医師、看護師、その他のスタッフの確保に

努めること。また、スタッフの教育体制、診療環境の向

上、育児支援等の充実を図り、魅力ある病院づくりに努

 

 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 

 

 

 

 

 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 

■「急性期及び回復期」という表現を変更 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 

 

 

 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 
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第４期（平成 26 年度～平成 28 年度） 第５期（平成 29 年度～平成 31 年度） 修正等の理由等 

支援等の充実を図り、魅力ある病院づくりに努めるこ

と。 

  

（２）医療スタッフの専門性及び医療技術の向上 

 医療スタッフにおいては、各々の専門分野の医療技

術の向上に関して、積極的に関連する研修会・勉強会・

学会に参加し、その専門知識の取得と技術の向上に努め

ること。また、職員は専門資格の取得に努め、幅広い業

務範囲に対応し、医療技術へのサポート体制を高めるこ

とにより効率的・効果的な病院経営に寄与すること。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）臨床研究及び治験の推進・医療の質の向上 

 臨床研究については、長崎大学等を中心とした研究に

参加し、共同研究を行うことにより、その成果の臨床への

導入を推進し、医療の発展に寄与すること。 

 治療の臨床試験については、医療の質に関する客観的

なデータの収集・分析などを通じて、質の高い医療を提供

すること。 

 

３ 患者サービスの向上 

（１）待ち時間の改善 

めること。 

  

 

（２）医療スタッフの専門性及び医療技術の向上 

 医療スタッフ（事務部門を含む）においては、関連す

る研修会・勉強会・学会に参加し、各々の専門知識の取

得と技術の向上に努めること。 

（以下削除） 

 

 

 

（３）医療人材の育成 

医師、看護師、薬剤師などの医療系学生に対する臨床研

修の場としての役割を果たすよう努めること。 

 

 

 

（４）臨床研究の推進・医療の質の向上 

 長崎大学等を中心とした研究に参加し、共同研究を行

うことにより、その成果の臨床への導入を推進し、医療

の発展に寄与すること。 

（以下削除） 

 

 

 

３ 患者サービスの向上 

（１）待ち時間の改善 

 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 

■医療スタッフに事務部門を追加 

 

 

 

 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 

■グループ変更（大項目第３から第２へ） 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する

事項－１ 効率的な運営管理体制の確立

より移動 

 

◎臨床研究については継続する。 

■治験については、実績がなく、診療体制

上も実施が厳しい状況であるため削除す

る。 

 

 

 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 
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第４期（平成 26 年度～平成 28 年度） 第５期（平成 29 年度～平成 31 年度） 修正等の理由等 

  診察、検査、手術等の待ち時間の改善を図ることで、

患者サービスの向上に努めること。 

 

（２）院内環境の快適性向上 

 患者や来院者を中心とした、より快適な環境を提供す

るため、プライバシーの確保等に配慮した院内環境の整

備に努めること。 

 

（３）患者満足度の向上・インフォームドコンセント 

 

 患者に対する満足度調査を引き続き定期的に実施し、

その意見や要望等について速やかに対応するとともに、

分析・検討を行い、患者満足度の向上に努めること。 

 患者を中心とした医療を展開するため、患者自らが医

療の方針に合意することが出来るよう、インフォームド

コンセント※１の徹底に努めること。 

※１ informed consent 患者が医師から治療法などを

「十分に知らされたうえで同意」すること。 

 

（４）職員の接遇向上 

 患者に対して温かく心のこもった職員の接遇・対応の

一層の向上に努めること。 

 

（５）医療安全対策の実施 

 院内感染防止対策を実施し、患者に信頼される良質な

医療を提供すること。 また、院内・院外を問わず医療

事故等に関する情報の収集及び分析に努め、医療安全対

 診察、検査、手術等の待ち時間の改善を図ることで、

患者サービスの向上に努めること。 

 

（２）院内環境の快適性向上 

 患者や来院者に対する、より快適な環境を提供するた

め、プライバシーの確保等に配慮した院内環境の整備に

努めること。 

 

（３）患者満足度の向上・インフォームドコンセントの

徹底 

 患者に対する満足度調査を引き続き定期的に実施し、

その意見や要望等について速やかに対応するとともに、

分析・検討を行い、患者満足度の向上に努めること。 

患者を中心とした医療を展開するため、患者自らが医

療の方針に合意することが出来るよう、インフォームド

コンセント（※１）の徹底に努めること。 

※１ informed consent 患者が医師から治療法など

を十分に知らされたうえで同意すること。 

 

（４）職員の接遇向上 

 患者に対して温かく心のこもった職員の接遇・対応の

一層の向上に努めること。 

 

（５）医療安全対策の実施 

 院内感染防止対策を実施し、患者に信頼される良質な

医療を提供すること。また、院内・院外を問わず医療事

故等に関する情報の収集及び分析に努め、医療安全対策

 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 

 

 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 

 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 
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策に努めること。 

 

４ 地域医療機関等との連携 

（１）地域医療機関との連携 

 限られた地域の医療資源の中において、それぞれの機

能に応じて適切な役割分担と連携を図り、適切な医療サ

ービスを提供するため、地域の医療機関との連携の強化・

機能分担を図ること。 

また、標準的かつ効率的な医療を提供するため、クリテ

ィカルパス※１の作成及び適用を進め、医療の質を確保し

つつ効率的な医療が提供できる環境を整えること。 

※１ critical path 診療経路．医師が示す，入院から

退院までの治療計画表地域連携クリティカルパス：急性

期病院から回復期病院を経て早期に自宅に帰れるよう

な診療計画 

 

（２）地域医療への貢献 

 地域医療機関等との研修会や研究会を開催するなど、

地域医療の質を高めるとともに、質の高い医療の提供が

出来る仕組みづくりに努め、地域医療に貢献すること。 

 また、保健・医療・福祉サービスを提供する地域の様々

な施設とのネットワーク、連携及び協力体制の強化を図

り、地域において必要とされる役割を積極的に果たすこ

と。 

 

５ 市の施策推進における役割 

（１）市の保健・医療・福祉行政との連携 

に努めること。 

 

４ 地域医療機関等との連携 

（１）地域医療機関との連携 

 限られた地域の医療資源の中において、それぞれの機

能に応じて適切な役割分担と連携を図り、適切な医療サ

ービスを提供するため、当該地域の医療機関との連携の

強化・機能分担を図ること。 

（以下削除） 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域医療への貢献 

 地域医療機関等との研修会や研究会を開催するなど、

地域医療の質を高めるとともに、質の高い医療の提供が

出来る仕組みづくりに努め、地域医療に貢献すること。 

また、保健・医療・福祉サービスを提供する地域の様々

な施設とのネットワーク、連携及び協力体制の強化を図

り、当該地域において必要とされる役割を積極的に果た

すこと。 

 

５ 市の施策推進における役割 

（１）市の保健・医療・福祉行政との連携 

 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 

 

 

 

 

■クリティカルパス関係を削除 

クリティカルパスの作成及び適用等の実

務的な事項については、記載の必要に応

じて中期計画・年度計画上で明記すべき

であるため、中期目標には記載しないこと

とする。 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 
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 佐世保市における保健・医療・福祉の各関連施策の推進

にあたっては、積極的にこれに協力すること。 

 

 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

 

１ 効率的な運営管理体制の確立 

（１）効率的な業務運営 

 医療環境の変化に的確かつ機動的に対応するため、法

人運営体制の機能を強化し、不断の業務運営の見直しを

行うことにより、より一層の効率的な業務運営体制の確

立を図ること。 

 

（２）事務部門の専門性の向上 

 医療保険・診療報酬制度など病院特有の事務に精通し

た職員を確保・育成することにより、専門性の向上を図る

こと。 

 

（３）職員満足度の向上 

 職員を適材適所に配置することで、効率的な職場を実

現し、業務・業績の向上に繋げることが出来る職場環境の

整備に努めること。 

 

（４）医療人材の育成 

 看護師、薬剤師、理学療法士などの医療系学生に対する

臨床研修の場としての役割を果たすよう努めること。 

 

 佐世保市における保健・医療・福祉の各関連施策の推

進にあたっては、積極的にこれに協力すること。 

 

 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

 

１ 効率的な業務運営の確立 

 

 医療環境の変化に的確かつ機動的に対応するため、法

人運営体制の機能を強化し、不断の業務運営の見直しを

行うことにより、より一層の効率的な業務運営体制の確

立を図ること。 

 

２ 事務部門の専門性の向上 

病院経営、診療報酬制度及び関係法令など病院特有の

事務に精通した職員を確保・育成することにより、専門

性の維持及び向上を図ること。 

 

３ 職員満足度の向上 

職員を適材適所に配置することで、効率的な職場を実現

し、業務・業績の向上に繋げることが出来る職場環境の

整備に努めること。 

 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 

■みだしを、小項目から中項目へ変更 

 

 

 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 

■みだしを、小項目から中項目へ変更 

 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 

■みだしを、小項目から中項目へ変更 

 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 

■グループ変更（大項目第３から第２へ） 

第２-２ 医療水準の向上へ移動 
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２ 収益の確保と費用の節減 

（１）収益の確保 

 病床利用率の向上や医療制度の改正に的確に対処する

こと、さらに法人が保有する資源の有効活用により、収益

を確保するとともに、診療報酬の請求漏れや減点の防止、

未収金の防止対策と早期回収に努めること。 

 

（２）費用の節減 

 医薬品・診療材料の購入方法の見直しなどによる経費

の抑制をはじめ、不必要な光熱水費の節減、事務用品費な

どの経費を抑制し、より一層の経費節減に努める。 

 

 

 

 

第４ 財務内容の改善に関する事項 

 

公的病院として、安定した医療を提供していくための

経営基盤を確保するため、業務運営の改善及び効率化を

推進し、中期目標期間中に経常収支比率を１００％以上

にし、資金運用バランスの健全化を維持すること。 

 

 

 

 

 

 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４ 財務内容の改善に関する事項 

１ 経営基盤の確立 

公的病院として、安定した医療を提供していくための経

営基盤を維持すること。 

 

２ 収益の確保と費用の節減 

（１）収益の確保 

医療制度の改正や診療報酬改定等、医療環境の変化に迅

速かつ的確に対処することで収益を確保するとともに、

診療報酬の請求漏れや減点の防止ならびに未収金の防

止対策を行い、早期回収に努めること。 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 

■グループ変更（大項目第３から第４へ） 

第４－２ 収益の確保と費用の節減に記載 

内容が収支に関する事項のため、業務運

営より財務に関する事項への変更が、適

正と考えられるため。（総合医療センタ

ーも第４財務内容の改善に関する事項

に記載） 

また、他の多くの法人においても、第 4 

財務内容の改善に関する事項に記載

（例：吹田市、福岡市、京都市、下関市

ほか） 

 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 

■中項目の設定 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 

■グループ変更（大項目第３から第４へ） 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する

事項２ 収益の確保と費用の節減より移

動 
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第４期（平成 26 年度～平成 28 年度） 第５期（平成 29 年度～平成 31 年度） 修正等の理由等 

 

 

 

 

 

 

第５ その他業務運営に関する重要事項 

（１）財務体質の強化に関する特記 

公営企業型地方独立行政法人については、地方独立行

政法人法第８５条第２項のとおり独立採算による経営を

原則とされている。本市においても、同条第１項の規定

に基づき設置者が公営企業型地方独立行政法人に対して

負担するものとされている経費を除いて、原則として設

置者は負担しないということを踏まえ、さらなる財務体

質の強化策を検討・実行し、病院経営の安定化を図るこ

と。 

 

（２）法令・社会規範の遵守及び情報公開 

 地域住民に信頼される病院として、地域医療機関の模

範的役割を果たしていけるよう法令や社会規範等を遵守

すること。 

 また、運営の透明性の確保に努め、業務内容や業務運営

の改善等の情報発信に積極的に取り組むこと。 

（２）費用の節減 

人件費比率の適正化、医薬品・診療材料・医療機器等の

購入方法の見直し、後発医薬品の導入促進など費用の節

減に努めること。 

 

 

第５ その他業務運営に関する重要事項 

１ 財務体質の強化に関する特記 

公営企業型地方独立行政法人については、地方独立行

政法人法第８５条第２項のとおり独立採算による経営を

原則とされている。本市においても、同条第１項の規定

に基づき設置者が公営企業型地方独立行政法人に対して

負担するものとされている経費を除いて、原則として設

置者は負担しないということを踏まえ、さらなる財務体

質の強化策を検討・実行し、病院経営の安定化を図るこ

と。 

 

２ 法令・社会規範の遵守及び情報公開 

 地域住民に信頼される病院として、当該地域の地域医

療機関の模範的役割を果たしていけるよう法令や社会

規範等を遵守すること。 

 また、運営の透明性の確保に努め、業務内容や業務運

営の改善等の情報発信に積極的に取り組むこと。 

 

 

 

 

 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎基本的趣旨（役割）は変わらない。 

 


